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蓮如上人御直作の木像　由緒書　　　
　橿上御厨子の中に安置し奉る尊像は蓮如上人御直作の木像なり　其の由来は　応仁の乱の頃三河国西畑の住人山田小平治源政勝　世の盛衰に有為転変の形勢を悟り　頻りに出離の一事に志しける折節幸いに蓮如上人三州に御下向在り真宗易行之要法を教え給ふ　人挙りて日夜群集せり　爰に政勝奇異の思ひあり　蓮如上人の御所へ参り教化を受け直ちに回心して剃髪し御弟子となり西圓と改名し後ち高取に草庵を結び光陰を送るの處　其後蓮如上人越前国吉崎に一宇御建立あり普く化導し給ふ　右西圓文明四年辰の冬　越前に趣き御化導を蒙り帰邑の砌り御形見を願ひ奉るの處　上人感賞在しまして自ら鏡に向ひ給ひ　御姿を写し御年五十八歳の真影を刻み給ひ　凡夫往生のための一首の御詠歌を添え給ふ

後の世のしるしのためにきざみおく

姿そ今は紀念なりけり

と遊ばして西圓に授与し給ふ　西圓歓喜のあまり其真影を御供し　三州に帰へり高取の草庵に尊敬しけるに　西圓延徳三年の頃　終に相果て一子園暢明応六年の秋　舟岡山の麓へ引移り居住の處　永正八年春の頃　右御木像夜毎に霊告あり　引退すべき由十夜あまりに及ひしに　園暢不思議に思ひ　其の年船岡山の合戦に相成　念仏修行も出来かたき折となり　尊影の威徳を感し其地を退き美濃国中山の麓野上の里へ引越し三代の間住居の處　不時の変事に望みし時は縷々御告けあり　危難を遁し候事有る故　人皆奇異の尊像と称し敬ひけるの處　慶長五年関が原御陣の節　野上の里を引払はれ　流浪の身にて右尊像の安置の場所も之なく隠れ住しけるに　慶長八年の春　先祖高木権右衛門尉源貞利候御帰依あり　西宗より右蓮如上人御尊像を譲り請け　御尊敬成され　以後代々御宝蔵に御秘蔵の處　大切の尊像武門の家に在りては諸人拝礼も出来かたき故古き由緒に依り　今般当寺へ御寄附成下され候尊像なれば　大切に拝礼を遂げられよ
天保七丙申年九月三日　　　天保七年（１８３６）
　　　　　　　　　高木修理内　　
　　　　　　　　　　　　小　寺　　勇　印

　　　　　　　　　　　　伊藤幾右衛門　印

　　　　　　　　　　　　三和六左衛門　印
　　　　　　　　　　　　大嶽　半之進　印

　　　　　　　　　　　　酒井　春之丞　印

　　　竹腰山城守様御領知濃州多芸郡船附村　　　尊光寺
注　応仁の乱　　応仁元年～文明九年（１４６７～１４７７）
　　三河国西畑　岡崎市保母町西畑？　刈谷市今岡町西畑？

　　三州　高取　高浜市本郷町？　　文明四年（１４７２）蓮如五十八歳
　　吉崎御坊　　蓮如上人は文明三年～文明七年（１４７１～１４７５）の間在住
　　延徳三年（１４９１）　明応六年（１４９７）大坂石山坊舎完成　明応八年・蓮如没
　　舟(船)岡山　京都内裏の真北　　船岡山の合戦（永正八年・１５１１）
美濃国中山の麓の野上の里　関ヶ原町野上？
慶長五年（１６００）　慶長八年（１６０３）　　　天保八年正美20歳で九代目相続
　　高木貞利　多良・西高木家初代（父貞久候・寂照院無楽大居士位牌当寺にあり
高木修理(十一代目・経貞候　万延二年１８６１没)
　　竹腰山城守　今尾・竹腰家八代正定(九代正美(正富)号豫堂･本堂掲額1884年65歳で没）
西高木家について
　旗本高木家は、もともと戦国期に、美濃の駒野・今尾の地を領していたことがあったが、のちに徳川家康に召し抱えられ、関ヶ原の戦い後の慶長６年（１６０１）８月に、時・多良を領し、陣屋を構えることになった。以来、高木家は３家に分かれ、西高木家は２３００石、東高木家は１０００石、北高木家は１０００石であった。交代寄合美濃衆とされ、一万石以上の大名と同じく、参勤交代も行った。本来は、交通の要衝の地を押さえる役割を有していたと思われるが、１７世紀から、しばしば普請奉行に任じられ、近辺の用水争論に関わっており、特に宝永２年（１７０５）以降は、美濃・伊勢・尾張の川奉行として、諸河川の巡視を通常の任務としていた。著名な宝暦（１７５１～１７６４）治水の際にも、普請を監督する任にあった。
　この様に、高木家は近世を通じて、木曽三川の治水をはじめ、この地域の統治に大きな影響力を有していたが、その陣屋が置かれていたのが現在の大垣市上石津町大字宮　の地である。　国の文化審議会が２０日に行った文部科学大臣への答申で、県内では大垣市上石津町宮の西高木家陣屋跡が国指定史跡に指定される。西高木家陣屋は美濃地方と三重・伊勢地方を結ぶ街道沿いに建てられ、江戸時代の旗本が政務を行い、居住スペースも兼ねていた。江戸時代後期に築造された木造の長屋門や石垣のほか、明治期に建てられた主屋などが残っている。国史跡になるのは約１７５００㎡。指定が告示されれば、県内の国史跡は２５件となる。

